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投稿論文

更生保護改革前後の保護観察処遇について

法務省保護局蛯原正敏

(要約）

近年，保護観察の再犯防止機能の強化を目的として更生保護改革が進められている。本稿

では，更生保護改革前後における保護観察の制度的手段の充実の度合及び制度の運用状況を

概観した上で，再犯防止効果の向上の有無を検討した。保護観察処遇の制度及びその運用に

ついては，いずれも充実・強化が図られているが，再犯防止効果については更に調査，検証

が必要である。
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はじめに

平成１６年末から17年にかけて，現に保護観

察を受けている者とかつて保護観察を受けて

いた者による計3件の重大犯罪が起きた。こ

れをきっかけとして，保護観察の再犯防止機

能の強化が課題となり，これを検討するため，

平成17年７月には，法務大臣により「更生保護

のあり方を考える有識者会議｣が設置された。

同有識者会議は，平成１８年６月，「保護観察の

有効性を高め，更生保護制度の目的を明確化

し，保護観察官の意識を改革すること等によ

り，強靭な保護観察の実現を」などとする報

告書を提出した'。その後，更生保護におい

ては，保護観察の再犯防止機能の強化を目的

として，平成20年６月の更生保護法施行を'よ

じめ更生保護制度全般にわたる改革(更生保

護改革)が進められ，現在に至っている。

そこで,本稿では,とりあえずの仮説を｢再犯

防止施策の充実により再犯防止が図られた」と

し,それを説明するため,保護観察の手段のい

くつかについて，更生保護改革の前後におけ

るその実施状況を見ることとしたい2。

はじめに，再犯防止のための保護観察の手

段を類型化する。通例にならって，まずは監

督と支援とに分ける｡更生保護法の用語では，

指導監督と補導援護におおむね重なるだろ

う。社会内処遇から施設内処遇へと移行させ

るいわゆる不良措置は，保護観察対象者が遵

守事項を遵守しない場合に執られるものであ

る。監督にも支援にも分類できないので，保

｢更生保護のあI〕方を考える有識者会議｣報告書｢更生保護制度改革の捉蘭｣平成18年６月27日法務省ＨＰに掲載
本稿において，統計数字は，保護統計年報，犯罪白曾又は保護局資料による。なお．参考のため．巻末に．更生保護
改茄前後の保護観察の手段の迦川状況について，比較表を褐級する。
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